
令和５年度 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用状況（実績）について

令和５年度の実施事業にかかる実施結果及び事業の効果・評価は、以下の通りです。（No.は国へ提出した実施計画の番号と一致させているため、欠番があります）

№ 事業名 事業概要
交付金

対象事業費
臨時交付金
充当額

実施結果 事業の効果および評価 担当課

1
岡崎市住民税非
課税世帯等生活
応援金

新型コロナウイルス感染症の影響に加え、エネ
ルギー・食料品価格等の物価高騰による負担増
を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得者
世帯（住民税非課税世帯等）に対し、１世帯３万
円の生活応援金を給付

801,122,382 801,122,382

給付を行った令和５年度の住民税
非課税世帯
┗24,648世帯

家計急変世帯等
┗62世帯

低所得者世帯（住民税非課税世帯等）に対する
生活応援金を支給することにより、物価高騰等
に直面する市民への生活支援を行うことができ
た。

ふくし相談課

7

市立小中学校給
食費負担軽減事
業（保護者負担軽
減分）

新型コロナウイルス感染症拡大による影響及び
エネルギー・食料品等の物価高騰の影響を受け
る市民の経済的な負担の軽減を図るため、市立
小中学校に通う児童生徒の保護者が負担すべ
き給食費のうち、市立小中学校における令和５
年４月分について、その全額を免除。また近年
の食材料費上昇の影響を受け、保護者負担とし
ている給食費（食材料費相当分）について、栄
養価を充足した給食の提供に必要な費用を令
和５年４月から令和６年３月分まで市が負担し、
保護者負担分を据え置く

188,648,659 175,000,000

8

市立小中学校給
食費負担軽減事
業（食材料費高騰
分）

コロナ禍において物価高騰の影響を受ける市民
の経済的な負担の軽減を図るため、充足すべき
栄養価を維持した給食の提供にあたり前項（№
7）にて想定されている給食費をなお超過する分
について、保護者負担に転嫁せず市負担にお
いて実施

184,429,860 165,000,000

9
公立保育園等給
食費負担軽減事
業

コロナ禍において物価高騰の影響を受ける市民
の経済的な負担の軽減を図るため、公立保育
園及び公立こども園において充足すべき栄養価
を維持した給食の提供にあたり、食材料費の物
価高騰分について、保護者負担に転嫁せず市
負担において実施

21,253,254 14,000,000

保護者負担となる給食費の値上
げを据え置きつつ、栄養価等に配
慮した給食を提供した数
┗728,145食

食材費の高騰分を市が負担することにより、物
価高騰の影響を受けている子育て世帯の経済
的負担を増大させることなく、園児に必要な給食
の提供を行うことができた。

保育課

10
私立保育園等給
食費等負担軽減
事業

コロナ禍において物価高騰の影響を受ける市民
の経済的な負担の軽減を図るため、給食費の
値上げをせずに安定的な給食を実施している市
内の私立保育園の事業者に対し、令和５年４月
から令和５年９月までの給食材料費の物価高騰
に係る事業者影響分について補助

7,224,000 2,000,000

保護者負担となる給食費の値上
げを据え置きつつ、栄養価等に配
慮した給食を提供した数
┗195,541食

食材費の高騰分を市が負担することにより、物
価高騰の影響を受けている子育て世帯の経済
的負担を増大させることなく、園児に必要な給食
の提供を行うことができた。

保育課

保護者負担となる給食費の値上
げを据え置きつつ、栄養価等に配
慮した給食を提供した数
┗6,220,299食

令和５年４月分の保護者が負担すべき給食費を
全額免除した。また栄養価を充足した給食の提
供に必要な食材料費相当分を据え置くととも
に、物価高騰により本来保護者が負担すべき給
食費分を市が負担したことにより、保護者の経
済的な負担を軽減することができた。

学校給食セ
ンター
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対象事業費
臨時交付金
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11
米生産者支援事
業

新型コロナウイルス感染症感染拡大に対する不
安等の影響により、消費が低迷する米の生産者
を支援するとともに、地消地産による米の消費
の拡大を推進するため、地消地産による米の消
費の拡大を推進するため、令和４年産米のう
ち、流通の見込みが立たない在庫米を活用し、
子ども食堂をはじめとする福祉関係事業者等へ
配布

5,644,404 5,500,000
本事業の実施に伴う地産地消に
よる米の消費の拡大量
┗白米5kg、3,185袋分

米生産者支援として550件の農家を支援できた
ことに加え、子ども食堂をはじめとする福祉関係
事業者等へ配布し地消地産による米の消費拡
大を推進することができた。

農務課

12
施設園芸用燃油
価格高騰対策支
援事業

コロナ禍において燃油価格の高騰の影響を受
ける施設園芸農業者（いちご、なす、花き等）の
経済的な負担の軽減を図るため、県が交付する
「愛知県園芸用燃油価格高騰対策支援金」の対
象者について、県の支援金交付額の1/2相当額
を上乗せして交付

5,369,700 5,000,000
本支援金により事業継続の支援
を行った農家数
┗76農家

原油価格の高騰により厳しい経営状況にある市
内の施設園芸農業者の経済的な負担軽減を図
ることができた。

農務課

13
配合飼料価格高
騰対策支援事業

コロナ禍において配合飼料価格の高騰の影響
を受ける畜産農業者（酪農、養豚、肉牛、養鶏）
の経済的な負担の軽減を図るため、県が交付
する「愛知県配合飼料価格高騰対策支援金」の
対象者について、県の支援金交付額の1/2相当
額を上乗せして交付

71,775,000 70,000,000
本支援金により事業継続の支援
を行った農家数
┗16農家

配合飼料価格の高騰により厳しい経営状況に
ある市内で飼養している畜産農業者の経済的
な負担軽減を図ることができた。

農務課

14
子ども食堂等体制
整備事業

新型コロナウイルス感染症の影響により生活に
困窮した者に対して、安定した食料支援が行わ
れるよう、子ども食堂等の設備整備に要する経
費について補助

9,504,000 7,000,000
子ども食堂等設備整備事業費補
助金の交付団体数
┗22団体

子ども食堂及びフードバンク活動等を行う団体
の食料提供及び保管体制を強化するために行
う設備整備に要する経費について補助すること
により、新型コロナウイルス感染症の影響により
生活に困窮した世帯等に対する食料支援の継
続に寄与することができた。

ふくし相談課

15
福祉施設感染防
止対策整備事業

新型コロナウイルス感染症対策、ウィズコロナ
対応の観点から、市内の福祉施設（高年者セン
ター及び地域福祉センター５館）におけるオンラ
インによる活動継続のための公衆無線LAN整
備、手洗器の自動水栓化改修等の整備を行うも
の

12,984,840 8,900,000
感染症対策、ウィズコロナ対応を
行う福祉施設
┗２施設６館

高齢者が利用する施設において感染症対策を
実施したことで、アフターコロナ、ウィズコロナの
フェーズにおいて、高齢者が安心して、いきいき
と、生きがい感じる活動を行うことに対して支援
をすることができた。

長寿課

16
公共施設感染症
防止対策整備事
業

新型コロナウイルス感染症対策の観点から、本
庁舎及び消防庁舎においてトイレの洋式化及び
手洗器の自動水栓化改修、間仕切りカーテン設
置等の整備を行うもの

16,163,884 15,500,000
感染症対策を行う公共施設
┗２施設

和式トイレを蓋つき洋式トイレに取り替えたこと
により、トイレの飛沫飛散防止に効果があった。
また、手洗器を自動水栓化することにより、他人
と共用する物品や手が頻回に触れる箇所を最
低限にする、新しい生活様式を実施するための
整備ができた

庁舎車両管
理課／消防
総務課
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17
キャッシュレス決
済ポイント還元事
業

新型コロナウイルス感染症の影響により飲食店
等の売上げが低迷するなか、「新しい生活様式」
に即した事業展開を促進するとともに、市内で
の消費を喚起することで、市内の飲食店等を支
援し地域経済の活性化を図るため、市内の飲食
店等で汎用性の高いキャッシュレス決済
（PayPay等）を利用した方（市民、来街者、通勤
者、通学者等）に対して、代金の20％相当程度
のポイントを期間限定で還元

339,176,232 333,000,000
対象店舗における本事業の実施
による消費総額
┗1,704,246千円

感染症の影響により飲食店等の売上げが低迷
するなか、市内の飲食店等で汎用性の高い
キャッシュレス決済（PayPay等）を利用した方
に、代金の20％相当程度のポイントを期間限定
で還元することで、市内での消費の喚起を促し、
地域経済の活性化を図ることができた。

商工労政課

18
児童生徒学用品
購入支援事業

新型コロナウイルス感染症が市民にもたらす影
響の長期化が見込まれるなか、物価高騰等に
より家計が苦しい中でも児童生徒が豊かな教育
を育むことができるよう、小学１年生から中学３
年生までの児童生徒を対象に、１人当たり５千
円分の商品券（図書カード）を配付

182,572,087 181,000,000
図書カードの配付枚数
┗34,079枚

物価高騰等が続く中においても、子どもたちが
豊かな教育を育むことができるよう、学用品購
入を支援することで、保護者の経済的な負担を
軽減することができた。

教育政策課

19
中小企業事業資
金保証料補助事
業

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小
企業者の資金繰りを支援するため、令和２年３
月に創設した「岡崎市緊急経済対策保証料補
助制度」により、対象とする融資を受ける際の信
用保証料を補助

101,715,251 70,000,000
緊急経済対策保証料補助金の交
付件数
┗702件

融資を受ける際、中小企業者の負担となる信用
保証料に対して補助金を交付することで、新型
コロナウイルス感染症の影響を受け、資金繰り
が苦しい状態にある市内の中小企業者を支援
することができた。

商工労政課

20
小中学生等保護
者物価高騰対策
給付金給付事業

コロナ禍において物価高騰の影響を受けるな
か、支出が増大する保護者の経済的な負担の
軽減を図るため、年長、小学生及び中学生の保
護者を対象に、子１人あたり５千円を支給

228,919,278 220,000,000
給付を行った対象児童数
┗37,322人

物価高騰の影響を受ける小中学生等の保護者
の経済的負担を軽減することができた。

教育政策課

21
おかざき農業応援
プロジェクト推進
事業 その１

コロナ禍において物価高騰の影響を受ける市民
の経済的な負担の軽減を図るとともに、消費を
通じて農業者の支援を行うため、全市民を対象
に、１人あたり1,500円分の商品券（おかざき農
業応援チケット）を配付（臨時交付金のうち通常
分）

350,000,000 245,558,000

26
おかざき農業応援
プロジェクト推進
事業 その２

コロナ禍において物価高騰の影響を受ける市民
の経済的な負担の軽減を図るとともに、消費を
通じて農業者の支援を行うため、全市民を対象
に、１人あたり1,500円分の商品券（おかざき農
業応援チケット）を配付（臨時交付金のうち重点
分）

244,030,412 148,490,000

農務課

おかざき農業応援チケットを全市民に配布する
ことにより、物価高騰の影響を受けた市民の経
済的負担の軽減を図ることができ、また消費を
通じて農業者の支援を実施することができた。

生活者支援として使用された金券
による農産物消費額
┗475,995千円

3／4



№ 事業名 事業概要
交付金

対象事業費
臨時交付金
充当額

実施結果 事業の効果および評価 担当課

22
家庭用ＬＥＤ照明
器具買替補助事
業

電気、ガス等のエネルギー価格の高騰により、
家庭の経済的負担が増加していることを踏ま
え、蛍光灯や白熱灯などから節電効果が高いＬ
ＥＤ照明への買替えを促進することにより、新型
コロナウイルス感染症拡大による影響及びエネ
ルギー・食料品等の物価高騰の影響を受ける生
活者を支援するため、購入費の一部を補助

22,905,000 22,000,000
本補助金による買替件数
┗1671件

冷蔵庫及びエアコンに続いて消費電力の大きい
家電である照明器具ついて、省エネ性能の高い
製品への買換えが進むことで、各家庭での電力
消費の削減となり、電気料金高騰の影響を受け
る生活者を支援することができたとともに温室効
果ガス排出量の削減にもつながった。

ゼロカーボン
シティ推進課

23
公共交通インフラ
運行維持支援事
業

新型コロナウイルス感染症による利用者の減少
及び燃料価格高騰による影響を受ける中、地域
住民の日常生活や経済活動を支える重要な社
会インフラとして運行を継続しているタクシー事
業者に対し、支援金（1台あたり５万円）を交付す
ることで、地域公共交通としてのタクシー事業の
運行維持を図る。

9,700,000 9,000,000
本支援金により事業継続の支援
を行った事業者数
┗６社

新型コロナウイルス感染症による利用者の減少
及び燃料価格の高騰の影響により売上が減少
しているタクシー事業者を支援することでタク
シー事業の運行維持に寄与することができた。

地域創生課

24
放課後児童健全
育成事業者光熱
費負担軽減事業

コロナ禍において光熱費の高騰の影響を受ける
放課後児童健全育成事業者の経済的な負担軽
減による経営の安定を図ることにより、新型コロ
ナウイルス感染症拡大による影響及び原油価
格・物価高騰の影響を受ける事業者を支援する
ため、光熱水費の上昇分について補助（１クラブ
当たり上限46千円）

48,000 40,000
本補助金により支援を行った民間
児童クラブ数
┗９クラブ

燃料価格の高騰や物価上昇などの影響を大きく
受ける中で、必要な補助を実施できた。

こども育成課

25
商店街街路灯維
持支援事業

コロナ禍において光熱費の高騰の影響を受ける
商店街等に対し、街路灯の光熱費を負担するこ
とにより支援するため、商店街等が保有する街
路灯１本当たり５千円の支援金を交付

4,155,000 3,000,000
本支援金により支援を行った商店
街
┗31商店街

光熱費高騰の影響を受ける商店街等に対し街
路灯の光熱費を負担することで、地域社会の重
要な担い手たる商店街活動の事業継続を支援
することができた。

商工労政課

2,807,341,243 2,501,110,382合計
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